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中 井 康 之 弁 護 士 古 希 記 念 論 文 集 『 切 り 拓 く 、 創 る ～ 実 践 の 道 程 』  

（ 2 0 2 5 年 ８ 月 1 0 日 ）  

第 ２ 章  民 事 実 務 の 形 成 （ 5 7 6 頁 ～ 5 8 5 頁 ）  

阿倍野再開発訴訟の最高裁判所判決の意義と阿倍野弁護団  

弁護 士  坂 和  章 平  

 

Ⅰ  阿 倍 野 再 開 発 訴 訟 と は ？ 最 高裁 判決 の 意義 は？  

１  阿 倍 野 再 開 発訴 訟と は 、 大 阪市 が 阿 倍 野地 区 2 8 ヘク ター ル

で 施 行 す る 第 二 種 市 街 地 再 開 発 事 業 の う ち 、 A 1 地 区 に つ い て

1 9 8 4 年 6 月 2 日に した 事 業計 画決 定の 取 消し を求 める 行 政訴

訟で 、同年 9 月 1 0 日に提 訴 され た 。原 告は 1 0 名 、被告 は大 阪

市で ある 。 第 1 審の 大阪 地 裁 は 1 9 8 6 年 3 月 2 6 日、 あっ さ り

「原 告ら の 訴え を却 下 」 し たが 、 第 2 審 の 大阪 高 裁 は 1 9 8 8 年

6 月 2 4 日、「 原 判決 を取 り 消す 。控 訴人 大 豊興 業株 式会 社 の本

件訴 えを 大 阪地 方裁 判所 に 差戻 す 」等の 判決 を 下し た。大阪 市

は上 告し た が 、最 高裁 は 1 9 9 2 年 11 月 2 6 日、上告 を棄 却し た 。  

２  高 裁 判 決 と そ れ を 維 持 し た 最 高 裁 判 決 最 大 の 意 義 は 、「 青 写

真判 決」をひ っ くり 返し た こと 。被 告は 土地 区 画整 理事 業 につ

い て の 最 判 昭 和 4 1・ 2・ 2 3（ い わ ゆ る 青 写 真 判 決 ） を 根 拠 に 、

行 政 庁 の 行 為 が 処 分 性 あ り と す る た め に は 、「 そ の 行 為 が 私 人

の 法 律 上 の 地 位 な い し は 権 利 関 係 に 直 接 に 何 ら か の 影 響 を 及

ぼす 性質 の もの でな けれ ば なら ない 」と こ ろ、「 本件 事業 計 画決

定は『単 に施 行 地区 を特 定 し、設計 の概 要 を定 める など 当 該市

街地 再開 発 事業 の基 本的 枠 組み を一 般的・抽 象 的に 定め た もの

にす ぎず 、施 行 地区 内の 土 地・建物 の権 利 者の 法律 上の 地 位な

いし 権利 関 係に は直 接の 影 響を 及ぼ すも の では ない 』ため 処 分

性を 有し な い 」 と 主 張し 、 第 1 審判 決は そ れに 追随 した 。  

３  と こ ろ が 、高裁 判決 は 事業 計画 決定 の 段階 で 処 分性 あ り と 判

断し 、訴え を 却 下 し た原 審 は誤 り で 実質 審 理 が 必要 と判 断 し て 、

地裁 に差 し 戻し た わ けで あ る。  

第 1 審の 裁判 官 は、原告 ら が本 件事 業計 画 決定 の処 分性 の 有

無 を判 断 す るた め に不 可 欠 であ る とし て 申 請し た 大阪 市 都 市整
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備 局長 や 原 告本 人 の証 人 申 請を 一 顧だ に せ ず、 ま た、 原 告 らが

提 出し た 数 多く の 書証 （ 図 面な ど を含 む ） につ い ての 質 問 も ま

っ たく な い まま 、 いわ ば 形 式的 な 審理 に 終 始し た 。と こ ろ が、

高 裁の 裁 判 長か ら は、 本 件 事業 計 画決 定 が 具体 的 にど う い う内

容 で、 ど の よう な 効果 を も つの か を実 態 と して 知 る必 要 が ある

た め、 ① 施 行地 区 はど の よ うに 特 定さ れ て いる の か、 ② 設 計の

概 要は ど の よう に 定め ら れ てい る のか 、 ③ 土地 の 買収 状 況 はど

の よう に な って い る の か 、 ④土 地 所有 者 ・ 借地 人 の数 お よ び譲

受 け希 望 者 の数 等 につ い て 具体 的 な資 料 の 提出 を 求め ら れ たか

ら ビッ ク リ 。つ ま り、 そ の 実質 的 な内 容 を 精査 し た 上 で 、 この

決 定が 行 政 処分 と いえ る か 否か を 検討 す る 姿勢 を 示し た の であ

る。 弁護 団 は、 この 姿勢 を 高く 評価 し、 阿 倍野 A 1 地区 内の 土

地は 次々 と 買収 され 、「歯 抜け 」状態 とな っ てい るこ とを 明 らか

にす るた め 、① 阿 倍野 地区 の 航空 写真 を自 ら 撮影 して 対比 す る、

② A 1 地 区 内 す べ て の 土 地 登 記 簿 謄 本 や 公 図 を と り よ せ 分 析 す

る 中で 、 施 行者 が 取得 し た 土地 の 比率 が ど れだ け ある か を 明ら

か にす る 、 ③再 開 発ビ ル の 内容 や その 特 定 性の 程 度を 明 ら かに

す るた め 設 計の 概 要の 図 書 をす べ て書 証 と して 提 出す る 等 、あ

ら ゆる 資 料 を作 成 し、 裁 判 所へ 提 出し た 。 また 処 分性 の 有 無に

つ いて 、 ① 総論 的 観点 、 ② 土地 収 用法 と の 対比 、 ③土 地 区 画整

理 事業 や 第 一種 市 街地 再 開 発事 業 との 対 比 、④ 従 来の 判 例 を網

羅 して こ れ を詳 細 に分 析 、 ⑤事 業 計画 決 定 と設 計 の概 要 の 認可

と の間 の 処 分性 の 関係 の 検 討、 ⑥ 譲受 け 希 望の 申 出の 制 度 や先

買 権の 制 度 から み た第 二 種 市街 地 再開 発 事 業の 特 質 、 等 さ まざ

ま な観 点 か ら、 詳 細か つ 体 系的 な 法律 論 を 展開 し 、裁 判 所 の理

解を 求め た 。控 訴審 では 、以上 の点 につ い て約 2 年間、1 3 回 の

口頭 弁論 期 日を 経て 、前 記 の画 期的 判決 が 下さ れた 。  

４  こ の 高 裁 判 決と 最高 裁 判決 は 司 法修 習 2 6 期 の 坂 和、 3 4 期 の

中井 康之 と 土本 育司 、 3 8 期 の岡 村 泰 郎、 3 9 期の 池田 直樹 の 総

力で 勝ち 取 った 。弁 護団 長 は 私 だっ た が 、理 論 的支 柱は 中 井と

岡村 だ 。坂 和 法 律事 務所 の 最初 のイ ソ弁 の 岡村 が 弁 護団 に 入っ

たの は必 然 だが 、なぜ 堂島 法 律 事務 所 の 中 井が 弁護 団に 入 って
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くれ たの か 、そ れが 興味 深 い。  

５  「 三 成（ 石 田 三成）に 過ぎ たる もの が 2 つあ る  島 の 左 近 と 、

佐和 山の 城 」と いう 「狂 歌」は 有名 だ。こ れは 司馬 遼太 郎 の小

説『 関ヶ 原』で 紹介 され て いる 。そ れと 同 じよ うに 、私 に とっ

て過 ぎた る もの が 2 つあ った 。それ は第 1 に 坂 和 法 律事 務 所 に

イソ 弁と し て入 って きた 岡 村弁 護士 、第 2 に 私 の誘 いに 応 じて

堂 島 法 律 事 務 所 に 在 籍 し な が ら 阿 倍 野 弁 護 団 に 加 入 し て く れ

た中 井弁 護 士だ 。  

 

Ⅱ  ラ イ フ ワ ー ク が 公 害 か ら 都 市 再 開 発 ・ 都 市 問 題 へ  

１  私 は 1 9 6 7 年 4 月に 大 阪大 学に 入学 し 、す ぐに 学生 運 動 に 没

頭し た が 、 3 回 生後 半に な ると 学生 運動 の 挫折 感と サラ リ ーマ

ンへ の 拒 絶 感か ら 、 1 9 7 0 年 1 月 2 6 日の誕 生 日に 我妻 榮『債 権

総論 』を 購入 し て 司 法試 験 の 勉 強 を 開始 し た。そし て、1 9 7 1 年

5 月の短 答 、9 月 の論 文 、1 0 月の 口述 試験 に 合格 。1 9 7 2 年 4 月

から 1 9 7 4 年 3 月 まで 第 2 6 期司 法 修習 生 。修 習委 員 が 堂 島法 律

事務 所 の 木 村保 男 弁 護士 だ った こと もあ っ て、 1 9 7 4 年 4 月 に

弁 護 士 登 録 を し て 堂 島 法 律 事 務 所 へ 入 る と す ぐ に 大 阪 国 際 空

港公 害訴 訟 弁護 団に 入っ た 。以 降 5 年半 、土日 祝日 なし 、ゴ ー

ルデ ンウ ィ ーク なし 、夏 休み な し で 働い た 。そ して 、 1 9 7 9 年 7

月に 独立 。独 立 に 際 して は いろ いろ な問 題 があ った が、それ は

省略 する 。  

２  独 立 後 、私 は 大 阪モ ノ レー ル訴 訟（ 阪大 時 代に 阪急 蛍 池駅 付

近 に下 宿 し てい た こと が 縁）、 日 本 環境 会 議 の事 務 局 等 を 経 て 、

1 9 7 4 年 5 月、大 阪駅 前再 開 発問 題研 究会 に 参加 し 、再開 発問 題

に興 味を 持 った 。  

1 9 8 4 年 7 月 3 日、御 堂 筋で 前代 未聞 の “商人 デ モ ”（そ ろ ばん

デモ）が 行わ れ た。「 儲か り まっ か？」を 日常 の 挨拶 とす る 大阪

商 人は 商 売 に秀 で てい る か らこ そ 、大 阪 市 が施 行 し、 立 派 に完

成し た大 阪 駅前 第 2 ビ ルに 入 居 した はず な のに なぜ こん な デモ

を ？う ど ん 屋の 主 人、 喫 茶 店の マ マ、 寿 司 屋の 板 前、 居 酒 屋の

旦 那、 等 々 が生 ま れて は じ めて 断 行し た デ モ行 進 は注 目 を 集め
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た 。彼 ら は 道行 く 人々 に 一 輪の 花 と花 の 種 を配 っ て歩 い た が、

そ こに は 「 私た ち は第 二 ビ ルに 咲 く花 （ 商 店） で す 。 無 計 画に

植え られ た まま 、水も 養分 も 与え られ てい ま せん 。植え た人（ 大

阪 市） は 知 らん 顔 です 。 こ のま ま では 枯 れ てし ま いま す 。 私た

ち に恵 の 雨 を！ 」 と書 か れ てあ っ た。 ま た 、プ ラ カー ド に は、

「 バラ 色 の 釣り エ サに ひ っ かか っ た 」、「 だ ま し た 大阪 市 が 悪い

か 、そ れ と もだ ま され た 我 々が 悪 いの か 」、「 駅 前 第二 ビ ル 経営

不 振続 出 、 不覚 （ 深く ） 反 省、 大 阪市 長 」、「 大 島 市長 、 こ れ以

上 私た ち を いじ め たら 、 あ なた の 政治 生 命 、も う オー シ マ （大

島 ）い 」 等 々 、 大 阪市 へ の 不平 不 満が 書 か れて い た。 大 阪 駅前

再 開発 っ て 一体 ナ ニ？ そ こ に は ど んな 問 題 があ っ たの ？ 都 市再

開発 法っ て 何を 定め た法 律 なの ？同 研究 会 は、 1 年余 りの 研 究

の 成果 を 大 久保 昌 一＝ 角 橋 徹也 『 苦悩 す る 都市 再 開発  大 阪 駅

前 ビ ルか ら』（ 都 市 文 化社 、1 9 8 5）と し て出 版し たが 、そ こ では

私が 最初 に 持っ たそ んな 疑 問が モノ の見 事 に 解 明さ れて い た。  

３  参 加 当 初 は 数 名 の弁 護 士が い た が 、そ の執 筆に 参加 し たの は

私だ け。そん な私 に 、当 時、「 東 京の 森ビ ル」、「大 阪の 高橋 ビル 」

と呼 ばれ て いた「 高橋 ビル 」から 、「阿 倍野 の 再開 発 に反 対し た

い」との 相談 が あっ た。その 理 由は 、大 阪市 を 施行 者と し て大

阪 駅 前 再 開 発 の 二 の 舞 を や れ ば “ 阿 倍 野 が 死 の ま ち ” に な る 、

自社 が先 頭 に立 って 民間 再 開発 を 推 進し た いた めだ 。それ に対

して 私は 、「反 対 する のな ら 裁判 をや るし か ない 。ただ し 必 ず 負

ける 。そ れ でも やる か！ 」とア ドバ イス（ ？）した 。そ ん なス

タン スで 始 めた 裁判 だが 、第 1 審は 案の 定 コロ リと 敗訴 。当 然

のよ うに 控 訴 し たと ころ 、高裁 の裁 判 長 が 前述 の 質 問を し てき

たか ら、「こ れ は いけ る ！ 」と直 感 し、以降 必 死の パ ッチ で 頑 張

った 。そ の 結果 は 前 述の と おり だ。  

 

Ⅲ  都 市 問 題 と 出 版 活 動  

１  私 が 大 阪 駅 前 問 題 研 究 会 と 阿 倍 野 訴 訟 で 再 開 発 問 題 の 面 白

さを 知っ た のは 、 奇 しく も 土地 バブ ル が 激 化し た 19 8 0 年代 中

頃だ った 。その た め、1 9 8 0 年 代 後 半か ら坂 和 法律 事務 所 に は 全
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国 各 地 か ら 再 開 発 に 関 す る さ ま ざ ま な 相 談 が 舞 い 込 ん で き た 。

私は 再開 発 や区 画整 理 の 相 談を 各地 で聞 き 、そ れぞ れの 現 場で

奮闘 した が 、そ れ ら はす べ て都 市問 題の 出 版ネ タに なっ た 。  

そ ん な 状 況 下 、 中 井 、 岡 村 と の 共 著で 『 岐 路 に 立 つ都 市 再開

発  弁 護 士 か ら の実 戦的 プ ロポ ーザ ル』（ 都市 文 化社 、1 9 8 7）を

出 版し た 。 同書 は 、当 時 の 若手 学 者を 結 集 した 「 都市 的 土 地利

用 研究 会 」 を主 催 して い た 稲本 洋 之助 東 大 教授 か ら高 く 評 価さ

れ、 以降 、 同研 究 会 に参 加 する きっ かけ に もな った 。  

２  ま た 、私 個 人の 都市 問 題・都市 づく り につ いて の各 地 の実 践

は、『都 市 づく り ―弁 護士 奮 闘記 』（ 都市 文 化 社 、 1 9 9 0 年）の出

版と して 結 実し た。  

他 方 、1 9 9 5 年 1 月 1 7 日に 阪神・淡路 大震 災 が発 生し 、「復 興

ま ちづ く り 」が 大 テー マ に なっ た 。そ の た め、 直 後 に 『 震 災復

興ま ちづ く りへ の模 索 ― 弁 護士 から の実 践 的提 案 』（ 都 市文 化 社 、

1 9 9 5）を 出 版し た ほか 、共著 で 次々 と『ま ちづ く り法 実務 体系 』

（新 日本 法 規出 版 、1 9 9 6）、『 Q & A 改正 都 市計 画 法の ポイ ン ト』

（新 日本 法 規 出 版 、 2 0 0 1）等 を 出版 した 。  

３  1 9 9 1 年 4 月に 岡村 は 独立 した が、 私 は都 市問 題 を ラ イフ ワ

ーク と し て 各地 の再 開発 事 件を 担当 した 。 注目 の第 1 は 津山 、

第 2 は徳 島の 再 開発 事件 だ が、詳細 は『 津 山再 開発 奮闘 記 ―実

践す る弁 護 士の 視点 から 』（ 文芸 社 、2 0 0 8）等を 参 照 さ れた い 。

そ し て 、 1 9 8 9 年 土 地 バ ブ ル が 崩 壊 。 司 馬 遼 太 郎 は 産 経 新 聞 の

「風 塵抄 」 で次 のよ うに 書 いた 。  

風塵抄「日本に明日をつくるために」産経新聞 1996 年 2 月 12 日（逝

去当日） 

「住専の問題がおこっている。日本国にもはや明日がないようなこ

の事態に、せめて公的資金でそれを始末するのは当然なことである」 

「その始末の痛みを通じて、土地を無用にさわることがいかに悪で

あったかを（略）国民の一人一人が感じねばならない。でなければ、

日本国に明日はない」 

４  2 0 0 1 年の 自 社 ビ ルへ の 移転 と ホ ーム ペ ージ 開設 に伴 っ て、私

は 弁護 士 と 映画 評 論家 の 二 足の わ らじ を 履 くよ う にな っ た 。他
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方 、中 井 は 民事 再 生と 民 法 改正 と いう 大 テ ーマ に 邁進 し 、 大阪

弁 護士 会 の ホー プ とし て 理 論的 支 柱に な っ た。 滝 井繁 男 、 田原

睦 夫に 続 く 大阪 出 身の 最 高 裁判 事 は中 井 し かい な いこ と は 誰の

目 にも 明 ら か だ っ た。 残 念 なが ら 実現 し な かっ た が、 そ れ は時

の 運や 枠 の 問題 だ から 仕 方 なし 。 ちな み に 、私 の 同期 ・ 同 クラ

ス から は 寺 田逸 郎 最高 裁 長 官 と 山 浦善 樹 最 高裁 判 事が 誕 生 して

いる 。  

 

Ⅳ  阿 倍 野 再 開 発 訴 訟 の 争 点 と 意 義 、 評 釈 な ど  

１  阿 倍 野 再 開 発訴 訟の 争 点と 意 義 につ い ては 、下記 の 判例 評 論

等を 参照 さ れた い 。  

① 安 本 典 夫 「 一  第 二 種 市 街 地 再 開 発 事 業 の 事 業 計 画 決 定 が

行政 事件 訴 訟法 3 条 2 項 の取 消 訴訟 の対 象 たる 処分 にあ た

る と さ れ た 事 例 ／ 二  事 業 地 区 内 の 土 地 建 物 の 所 有 権 者 ・

関 係 人 で な い 者 の 事 業 計 画 の 取 消 を 求 め る 訴 え に お け る 訴

えの 利益 の 有無 」 判 評 3 6 4 号（ 判事 1 3 0 6 号）（ 1 9 8 9） 2 9

頁。  

②山 下淳 「 都市 計画 決定 の 処分 性」『昭 和 63 年 度 重 要 判 例 解

説 ・ ジュ リ スト 9 3 5 号』（ 1 9 8 9） 3 8 頁。  

③ 藤 原 淳 一 郎 「 第 二 種 市 街 地 再 開 発 事 業 に お け る 事 業 計 画 決

定の 処分 性」『街 づく り・国 づく り判 例百 選（ 別 冊ジ ュリ ス

ト 1 0 3 号）』（ 1 9 8 9） 11 6 頁 。  

④ 見 上 崇 洋 「 阿 倍 野 市 街 地 再 開 発 事 業 計 画 取 消 請 求 事 件 控 訴

審判 決」 龍 谷法 学 2 1 巻第 3 号（ 1 9 8 8） 1 9 頁 。  

⑤ 岡 村 周 一 「 都 市 再 開 発 法 に よ り 市 が 施 行 す る 第 一 種 市 街 地

再 開 発 事 業 の 事 業 計 画 決 定 、 第 二 種 市 街 地 再 開 発 事 業 の 事

業 計 画 決 定 は 抗 告 訴 訟 の 対 象 と な る 行 政 処 分 に 当 た ら な い

とさ れた 事 例」判 評 3 4 4 号（ 判 時 1 2 4 3 号）（ 1 9 8 7）1 3 頁。  

⑥ 安 本 典 夫 「 第 二 種 市 街 地 再 開 発 事 業 事 業 計 画 決 定 取 消 請 求

控訴 事件 （ 大阪 市）」 判 例地 方 自 治 5 3 号（ 1 9 8 9） 4 2 頁。  

⑦ 室 井 敬 司 「 第 二 種 市 街 地 再 開 発 事 業 計 画 の 決 定 が 、 抗 告 訴

訟 の 対 象 と な る 行 政 処 分 に あ た る と さ れ た 事 例 」 自 治 研 究
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6 7 巻 2 号 （ 1 9 9 1） 1 2 1 頁。  

⑧ 金 子 正 史 「 第 二 種 市 街 地 再 開 発 事 業 の 事 業 計 画 決 定 の 処 分

性― 大阪 高 裁昭 和 6 3 年 6 月 2 4 日判 決」ジュ リ ス ト 9 3 2 号

（ 1 9 8 9） 5 9 頁 。  

⑨和 久井 孝 太郎 ＝江 原勲「 阿倍 野 再開 発事 業 で逆 転判 決 ―「 計

画決 定」 は 訴訟 対象 」 判 例 地方 自治 5 0 号 （ 1 9 8 9） 6 頁。  

⑩ 常 岡 孝 好 「 第 二 種 市 街 地 再 開 発 事 業 計 画 決 定 の 処 分 性 」 法

教 1 5 1 号（ 1 9 9 3） 1 2 2 頁。  

⑪ 小 高 剛 「 都 市 再 開 発 事 業 計 画 の 決 定 は 、 取 消 訴 訟 の 対 象 と

なる か」 法 律の ひろ ば 4 6 巻 6 号（ 1 9 9 3） 5 3 頁 。  

⑫村 上武 則「都 市 再開 発事 業 計画 の処 分性 」『 平成 4 年度重 要

判例 解説 （ ジュ リ 1 0 2 4 号）』（ 1 9 9 3） 3 8 頁。  

⑬ 荏 原 明 則 「 市 街 地 再 開 発 事 業 計 画 と 行 政 処 分 性 ― 最 高 裁 平

成 4 年 11 月 2 6 日第 1 小 法廷 判決 」 ジ ュ リス ト 1 0 2 1 号

（ 1 9 9 3） 9 8 頁 。  

⑭ 山 下 竜 一 「 抗 告 訴 訟 の 対 象 ⑶ ― 第 二 種 市 街 地 再 開 発 事 業 計

画」『行 政 判例 百 選 Ⅱ（ 別冊 ジ ュ リ 1 5 1 号）』（ 1 9 9 9）4 0 2 頁。  

２  訴 訟 全 般 の 記録 は 、弁 護団 が編 集 、出 版し た『 阿 倍野 再開 発

訴訟 の歩 み ～阿 倍野 再開 発 裁判 記録 集～ 』（都 市 文化 社 、1 9 8 9）

1～ 3 0 頁を 参 照 され たい 。  

３  次 の 論 点 に つい ては 、① 阿 倍野 再開 発 訴訟 控訴 審判 決 への 歩

み （坂 和 章 平）、 ② 阿倍 野 再 開発 の 問題 点 （ 土本 育 司）、 ③控 訴

審判 決の 意 義（ 中 井康 之）、④阿 倍 野再 開発 訴 訟に おけ る争 点（岡

村泰 郎）、⑤ 阿倍 野 再 開発 訴 訟弁 護団 の運 営（ 池 田直 樹）を参 照

され たい （ 1～ 3 0 頁）。  

 

Ⅴ  弁 護 団 の 構 成 と 運 営 ─ 史 上 最 高 ・ 最 強 の 弁 護 団 ！  

１  学 生 運 動 時 代 の 私 の 所 属 セ ク ト は ゲ バ 棒 で 有 名 な 全 共 闘 系

で はな く 、 いわ ゆ る 日 共 ・ 民青 系 だっ た か ら、 堂 島 法 律 事 務所

は 私の 採 用 につ い て 、 的 場 悠紀 弁 護士 を 通 じて 大 阪大 学 の 民事

訴 訟法 の ゼ ミ担 当 の 中 野 貞 一郎 教 授に 照 会 して い た そ う で ある 。 

２  学 生 運 動 で 私 が 学ん だ もの はマ ルク ス・レ ーニ ン主 義 の文 献
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のほ か、組織 の 運営 術、人間 の 動か し方 、能 力 の活 用法 等、多

方面 に及 ぶ 。中 高時 代の 丸 暗記 詰め 込み 式 学習 では なく 、自分

の頭 で考 え 、自 分の 言葉 で しゃ べり・書く とい う学 習法 は 学生

運動 のア ジ 演説 とビ ラ作 り の中 で学 んだ も の で ある 。議論 に負

ける と カ ッ コ 悪 いか ら自 然 に デ ィベ ート 能 力 を 習得 した し 、女

の 子 に モ テ る 文 学 青 年 に な る た め の 努 力 も 人 並 み 以 上 だ っ た 。

また、学 生運 動 で大 切な 資 質は “大衆 性 ”だが 、それ は 入学 直

後の クラ ス 委員 の選 挙で 当 選し たこ とか ら わか ると おり“ 天賦

のも の ”だ った よう だ。思 想的 に は 3 回 生当 時 、す でに 日 共系

から 大き く 離れ てい た か ら 、弁 護士 登録 後 は、① 大 阪の 青 法協

の事 務局 長 と 議 長、② 弁護 士会 の公 害対 策 委員 会の 活動 、③私

的な 研究 会 とし ての 都市 問 題研 究会 の立 ち 上げ 、④ 弁 護士 会の

中に 都市 問 題委 員会 を作 れ と提 言 す る等 、さま ざま な分 野 で自

由に 活動 し た 。  

３  堂 島 法 律 事 務所 在籍 の 5 年 半、私は 空港 弁 護団 の 他 、西 淀 川

公 害 訴 訟 弁 護 団 や 、 弁 護 士 会 の 公 害 委 員 会 の 活 動 に も 熱 心 で 、

公害 委員 会 の 某 年の 夏期 研 修で は 、琵 琶湖 調 査 団の 事務 局 長 も

務め た。そ して 、1 9 7 9 年 7 月に独 立す ると 、大阪 モ ノレ ール 弁

護団 、日本 環境 会議 事務 局 、阿 倍野 弁護 団 、さ らに 希学 園 の裁

判等 さま ざ まな 大型 事件 と めぐ りあ った 。そ の 結果 、弁 護士 会

活動 から も 離れ 、西 淀川 弁 護団 から も離 れ てい った 。そ の 第 1

の理 由は 忙 しさ だが 、第 2 の 理 由は 、私 は 戦闘 部隊 のほ う が性

に合 って い た た め だ 。つ ま り、 空港 弁護 団 2 5 名の 常任 弁 護団

は超 優秀 な 戦闘 部隊 だっ た が、西淀 川弁 護 団は 甘い 。さ らに 弁

護士 会の 公 害委 員会 活動 は さら に甘 い 。宿 題 の やり 残し や 遅れ

など も す べて O K だが 、 怒 るこ とは タブ ー だっ た 。  

４  そ れ に 対 し て 、独 立後 の私 がや った 仕 事は すべ て プ ロ 級の も

の と自 負 し てい る 。 阿 倍 野 弁護 団 も 戦 闘 部 隊と し て構 成 し た。

も っと も 、 最初 か ら裁 判 は すぐ に 負け る か ら何 ら かの 社 会 問題

提 起が で き れば と 考え て い たが 、 中井 の ア イデ ア と岡 村 に よる

その 理論 化 に多 少 の 希望 を 持っ てい た。  

５  阿 倍 野 弁 護 団 が 史上 最 高・最強 であ る こと につ いて は 自画 自
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賛な がら 、池田 弁 護士 の「 阿 倍野 再 開発 訴訟 弁 護団 の運 営」（ 2 9

～ 3 0 頁） の 一部 を引 用す れ ば 、 次の とお り であ る。  

弁 護 団 会 議 は法 廷後 の打 ち 合わ せを 除い て 平均 月 1～ 2 回

以上 開か れ てい る。 弁護 団 会議 の後 には 、 必ず 2 日以 内に

会議 録が 出 る。判例 等の 資 料も 次回 会議 で 必要 とさ れる と、

数 日 後 に は コ ピ ー が 配 付 さ れ る 。 会 議 で 書 面 の 起 案 担 当 と

な る と 、 次 回 会 議 ま で に 草 案 を フ ァ ッ ク ス で 各 自 に 送 る の

が慣 例と な って いる 。そ して 、準 備書 面は 原 則と して 、期 日

以前 に提 出 する 。  

以上 のペ ー スは 、正直 言っ て 非常 にき つい 。住 民 訴 訟 の 関

係で 私は 数 度起 案を 担当 し たが 、会議 が近 づ くに つれ 、非 常

に大 きな プ レッ シャ ーを 感 じた 。他 に も、いく つ か 弁護 団に

入っ てい る が、阿 倍野 弁護 団 の事 務処 理の 早 さ、几 帳面 さは

秀で てい る と感 じる 。  

 普 段 の 研 究 に よ る 高 い 理 論 水 準 と 事 務 処 理 体 制 お よ び そ

れ を 支 え る 情 熱 。 弁 護 団 の 一 員 と し て は い さ さ か 自 画 自 賛

に過 ぎよ う が、落 ちこ ぼれ 新 米弁 護士 とし て は、実 に学 ぶと

こ ろ が 大 き く 、 こ れ ら が 揃 っ た こ と で 初 め て 今 回 の 画 期 的

判決 につ な がっ たと 思う の であ る。  

６  あ る 意 味 で は 分 不相 応 に も 西 軍 を率 い て 、東軍 の総 大 将で あ

る五 大老 筆 頭の 徳川 家康 と 戦っ た五 奉行 の 1 人 に過 ぎな い 石田

三成 は結 局、関 ケ原 の戦 い で敗 れて 、京 都の 六 条河 原 で 斬 首さ

れた し 、島 左 近 も 東 軍へ の 捨て 身の 突撃 で 討ち 死に して し まっ

たと いう の が通 説 で ある 。そ れ に対 して 、同 じ く 分 不相 応 にも

阿倍 野 弁 護 団を 率い て 、大阪 市 を相 手 に 闘 った 私は 、長 い間 確

立し てい た“ 青 写真 判決 ”に 風 穴を 開け る 立派 な 高 裁判 決 と最

高裁 判決 を 獲得 する こと が でき た 。こ の 最 判 は 判例 集 や 都 市計

画の 教科 書 にも 掲載 され て いる もの だ か ら すご い 。私 は弁 護 団

の 結 成 と 依 頼 者 と の 信 頼 関 係 の 醸 成 と い う 面 で そ れ な り の 貢

献を する こ とが でき たと 自 負し てい るが 、判 例 集 に 残る よ うな

理論 的成 果 を挙 げ 、同訴 訟 で 勝 訴 で きた の は、誰よ りも 中 井 弁

護士 の力 に よる もの だと 確 信し てい る 。せ っ か く島 左近 を 家老
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とし て 召 し 抱え た 石 田三 成 の最 期 は 悲惨 な もの だっ たが 、中 井

弁護 士と い う理 論的 支柱 を 得て 阿倍 野 再 開 発訴 訟を 闘い 、勝 利

でき た私 は なん と幸 運だ っ たこ とだ ろう 。中 井 先生 には そ んな

感謝 の気 持 ちで いっ ぱい で ある 。  

 

Ⅵ  私 の 独 断 と 偏 見 に よ る 中 井 康 之 先 生 の 意 外 な 能 力  

１  1 9 4 9 年 1 月 2 6 日生ま れ の 私 は 2 0 2 4 年 1 月 2 6 に 7 5 歳とな

った 。 5 月 2 5 日 には 、 2 6 期 の 5 0 周 年記 念 懇親 会 に も出 席 し

た。対し て 3 4 期 の中 井 に は 7 0 歳 で「 古稀 記念 論 文集 」が 企画

され た 。そ の 柱 は 、① 民事 再 生 と② 民法 改 正だ 。彼が この 2 つ

の 分 野 で 発 揮 し た 超 人 的 な 能 力 と 功 績 は 諸 氏 が 語 っ て く れ る 。

彼 の 意 外 な 人 間 的 魅 力 は 的 場 先 生 が 軽 妙 な コ ラ ム で 語 っ て く

れる 。そ し て、空港 弁護 団 にお ける 彼の 能 力は 水野 武夫 弁 護士

が書 いて く れる はず だ 。し たが って 、私 は 阿倍 野再 開発 訴 訟に

限定 して 彼 の能 力と 功績 を 紹介 した 。  

２  最 後 に 私 の 独 断 と 偏 見 に よ る 彼 の 意 外 な 能 力 に つ い て 触 れ

てお きた い。そ れは 、私 が亡 木 村 保 男先 生 から 何度 も聞 か され

て い た 、「 新 た な 世 代 継 承 型 『 共 同 事 務 所 の 経 営 』 に つ い て 」、

であ る 。堂 島法 律事 務所 は 木村 保男 、川村 俊雄 、的 場 悠紀 とい

う 3 人の 1 2 期の 弁 護 士が 1 9 6 5 年 に設 立し た 。私 は 1 9 7 4 年に

入所 した が、そ こで 木村 先 生か ら聞 かさ れ たの は 、世代 継承 型

の共 同事 務 所（ の 理想 形）の こと で ある 。2 0 2 4 年 4 月か ら N H K

は朝 ドラ で『 虎 に翼 』を やっ て いる が 、1 9 6 5 年 当時 は共 同 事務

所自 体が 珍 しか った 上 、設 立 当 初か ら世 代 継承 を目 指す 発 想は

ほと んど な かっ た。しか し、堂 島 法 律事 務 所 で は そ れを 前 提と

して パー ト ナー と勤 務弁 護 士と いう 区別 が 明確 だっ た 。  

３  堂 島 法 律 事 務所 は 、 2 3 期 の 大槻 守、 2 4 期 の 松森 彬、 2 5 期 の

林信 一に 続 いて 、2 6 期の私 が 入所 した 。そ の時 点 で 大槻 と松 森

はパ ート ナ ーだ った 。林 は私 の 大学 時代 の 同級 生だ が、彼は 独

自の 弁護 士 観が 強く 最初 か ら 独 立志 向だ っ た。 3 年目 の年 に 木

村先 生か ら「 パ ート ナー に なれ ！ 」との あり が たい お誘 い があ

った が 、当 時 の 私は 仲間 た ちで 作る 共同 事 務所 に興 味を 持 って
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いた ため 、 その お誘 いを 保 留し たば かり か 、 2 年後 には 独 立し

てし まっ た 。  

４  私 の せ め て もの 罪滅 ぼ し が 、3 1 期の萩 原 新太 郎 を 勧誘 し たこ

とだ が、彼も 数 年し て独 立 した から 、私 は完 全 に木 村先 生 から

聞か され て いた「 共同 事務 所 の世 代 承 継の 理 想（夢 ）」を 裏切 る

こと にな っ てし まっ た。 萩 原の 次 に 3 4 期 の 中 井 が 入所 し たこ

とは 堂島 法 律事 務所 の事 務 員か ら聞 いて い たが 、堂島 法律 事 務

所か ら独 立 して しま った 私 は彼 の入 所の 事 情は 知ら ない 。中 井

とは 、新た に 空 港弁 護団 に 入っ てき た 宮 崎 裕二・陽子 夫妻 、森

恵一 と同 期の 3 4 期の 弁護 士の 1 人と いう だ けの 関係 だっ た 。

とこ ろが 、そ ん な 中 井が 阿 倍野 再開 発訴 訟 に興 味を 示し 、弁 護

団 に 入 っ て き て く れ た た め 、 以 降 、 出 版 を 含 む “戦 友 ”と な り 、

結婚 式に も 出席 させ てい た だい た 。  

５  そ の 後 、堂 島 法 律事 務 所 の 関 係 で ビ ッ クリ した のは 、松 森 弁

護 士 の 独 立 と 大 槻 弁 護 士 の 独 立 、 更 に 、 的 場 弁 護 士 の 独 立 だ 。

これ は昭 和 、平 成 、令和 と続 く 日本 の数 十 年の 変化 の中 で の 出

来事 だか ら 、い ろい ろな 事 情に よる もの だ とい うこ とは よ くわ

かる 。その 間 、大阪 では 共 同事 務所 がた く さん 設立 され た 。そ

の双 肩が 、大 江 橋 法 律事 務 所 と 北浜 法律 事 務所 だが 、若 手 の 弁

護士 によ る 大き な事 務所 も たく さん でき た。し かし 、堂 島 法 律

事務 所 は あ まり 巨大 化せ ず 、独 自の 共同 事 務所 経営 を進 め てい

たよ うで 、 その 中心 に い る のが 3 4 期の 中 井だ った 。 3 6 期 の福

田 健 次 も 中 井 を 支 え て き た が 、 堂 島 法 律 事 務 所 の “稼 ぎ 頭 ”は圧

倒的 に 中 井 のは ず 。そ れは 民 事 再生 の大 型 事件 を 彼 が何 件 も担

当 し た こ と を よ く 知 っ て い る 同 業 者 は 誰 も が 納 得 す る こ と だ 。

他方 、私 が意 外 だっ たの は、彼 が共 同事 務 所の 経営 にお い ても

優れ たマ ネ ージ メン ト能 力 を発 揮し たこ と であ る 。本来、共 同

事務 所の 経 営運 営は 、会計 の 管 理 や 事務 員 の管 理等 を伴 う から

煩わ しい も の。そ の ため 、誰も が認 める 理 論派 で、秀 才肌 の彼

に は そ ん な “雑 事 ”に 関 与 さ せ ず 、 ひ た す ら 新 理 論 、 新 判 例 の 開

拓に 取り 組 んで ほし いと 願 うは ずだ が、 意 外に も彼 は … … ？  

６  部 外 者 の 私 が 書 け る の は こ こ ま で だ が 、 最 後 に も う 1 つ 。
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2 0 1 5 年 2 月 か ら帝 国ホ テ ルの フィ ット ネ スク ラブ の会 員 にな

った 私は 、 約 4 0 年 間に わた る 超多 忙時 代 を終 え 、 かな り の 暇

がで きた た め、ほ ぼ毎 日サ ウ ナ通 いを 続け て い る 。する と 、2 0 2 2

年の 某日 、帝 国 ホテ ルの サ ウナ でば った り 彼と 遭遇 した か らビ

ック リ 。 話 によ ると 「 最 近 会員 にな った の で、 1 週間 に 1 回 は

来 た い と 思 っ て い る 」 と の こ と だ っ た 。 な る ほ ど 、 な る ほ ど 。

堂 島 法 律 事 務 所 の パ ー ト ナ ー と し て 長 い 間 そ の 中 核 に い た 彼

も 、7 0 歳が 近 づ く中 、少 しは ゆ とり を求 め たく なっ たし 、少 し

はそ れが で きる よう にな っ たら しい 。も っと も 、根 が厳 しい 彼

のこ とだ か ら 、事務 所に 入 れば ピリ ピリ し た雰 囲気 は同 じ はず

だが …… 。  

（ 2 0 2 4 年 7 月 2 2 日記）  


